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         A Mother's Awareness of Changes in Her Child's Behavior 

                  and the Transformation of Her Values 

                        Hiroyuki Tanba* and Mitsuru Onishi* 

            * Aino University, Faculty of Nursing and Rehabilitation, Department of Occupational Therapy 

                                              Abstract 

           We conducted an interview with a mother, whose child with cerebral palsy had made 

        progress in the operation of her electric wheelchair and just begun to show search behavior. 

        The mother noticed and described the changes in the girl's daily life as "now my child has her 

        own will and asserts herself," recognizing the difference from her past experience of child 

        rearing. It led to the transformation of her sense of value. Their mother—child interaction 

        was activated as the mother started to pay more attention to the girl's thoughts, feelings, wants 

         and needs. 

           Thus we discovered that the mother's intention to identify and fulfill the child's wants and 

        needs, as well as the girl's capability to convey her own thoughts and feelings, was the key to 

        the continuous mutual influence between them, which stimulated the development of mother— 

        child relationship. 

        Key words : mother, sense of value, mother—child interaction, modified grounded theory 

                  approach 
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〔原 著〕

母親が捉えた子どもの変化と母親の価値観の変容

丹 葉 寛 之*,大 西 満*

【要 旨】 子どもが変化するには母親の関わり方や子どもの捉え方は重要であり,母 親の関わり

方が変化するには子どもの変化を感 じ取ることが必要である。 今回,電 動車椅子操作が向上 し探

索活動が見 られるようになった頃をきっかけに脳性麻痺児の生活に変化が見 られ,母 親はその姿

を 「わがままになり,自 己主張するようになった」 と表現 した。母親は子どもの姿から過去の子

育て経験との違いに気付き,母 親 自身の価値観が変容 し,そ の中で母親は子どもの思いを実現さ

せようとする意識の芽生えの中で母子相互作用が活性化 し,母 子共に変化が見 られた。

本研究は母親への面接調査を通 して,母 親が捉えた子どもの生活変化に対する気付きと母親の

価値観の変容にっいてまとめた。結果,子 どもの 「思いを伝える力」 を捉え,「 思いを感 じ取 り

実現させようとする気持ち」 を持っことで,母 子 ともに影響 しあいながら発達する関連性が明ら

かになった。

キー ワー ド:母 親,価 値観,母 子相互作用,修 正版グラウンデッド・セオ リー ・アプローチ

1.は じ め に

空間の中で姿勢保持,姿 勢変換が出来 るようになる

と,手 足の動きが選択的になり,身 体や環境への探索

が盛んになる1)。その中で,子 どもは外界への興味,

関心を高め,人 や環境,モ ノとの関わりを高めてい く

と考え られている。 しかし,脳 性麻痺児の場合,自 ら

動 くことに制限があるため,外 界への探索行動が難 し

く,受 身的な生活を送ることは少なくない。

今回,努 力性の寝返 りのみの移動手段 しか持たない

学齢期の脳性麻痺児に対 し,移 動手段の獲得を目的に

電動車椅子の導入を試みたところ,操 作性が向上 して

きた頃に,母 親から 「電動車椅子に乗 り始めてか らわ

がままになり,自 分のやりたいことを主張するように

なった」等,子 どもの行動が変化 したと捉える母親の

発言が多 くなった。

本研究では母親への面接調査を通 して,母 親が捉え

た電動車椅子導入後の子どもの変化 と母親の子 どもに

対する価値観の変容についてまとめるとともに,そ れ

らの関連性 について検討することを目的とした。

Ⅱ.対 象 と 方 法

1.対 象

本研究の対象者は脳性麻痺児の母親1名 である。対

象者は3人 の子どもを育てる専業主婦である。理学療

法,作 業療法などの リハ ビリテー ションには熱心に

通ってきており,子 どもに対 して必要と思 うこと,必

要なモノにっいては積極的に与えようとしていた。子

どもに対 しては慎重な関わり方で,母 親一人で対処 し

ようとすることが多い。 こんなことがで きるよ うに

なってほしいと言 う反面,子 どものできることを否定

的に捉え,「 多分,で きないだろう」 という発言をす

ることが多い。また,子 どもへの関わりにおいて,過
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介助になりす ぎる傾向が見 られる。

2.方 法

2005年7月 にSリ ハ ビリテー ションセンターの作

業療法室で,半 構成面接法にて行 った。半構成面接法

とは非指示的面接で前 もって定められた質問順序で答

えるだけではなく,決 めていた質問内容を対象者 との

会話の流れにそって柔軟に変化 させながら面接する方

法である。

母親に研究内容及び目的を説明し,そ の際,研 究へ

の参加を拒否できること,参 加を拒否 した場合でも個

人に不利益が生 じないことを説明した。面接データは

匿名化 し,プ ライバ シーが守 られるように配慮 し,本

研究以外には使用 しないことを約束 した。同意を得た

後,テ ープに録音 しながら面接調査を実施 した。面接

回数は1回,面 接時間は約1時 間半であった。

面接内容は,電 動車椅子導入前後における子 どもの

生活状況や母親の子どもに対する関わり方,思 いなど

である。例えば 「電動車椅子を導入 したあと,生 活の

中で子どもが変わったと感 じたことは何ですか」等,

質問を行い,母 親が答えた内容をもとに,新 たな内容

が出なくなるまで詳細に表現 して頂いた。

3.デ ー タ分析方法

面接調査 によ って得 られたデー タの分析 には,修 正

版 グ ラウ ンデ ッ ド・セオ リー ・アプ ローチ(以 下,M

-GTAと す る)を 使 用 し

た。M-GTAは 現 場 に入

ることか ら研究を開始 し,

現場に関係のある事柄を明

らかにしていき,デ ータの

解釈か ら説明力のある概念

を生成 し,概 念の関連性を

高め理論化 していき,そ れ

を実践的活用にっなげるも

のである。 また,M-GTA

は質的データの概念生成を

通 して,デ ータを客観化 し

ていき理論化を行 うもので

あり,今 後の実践につなげ

ていくことに適 している分

析方法である2)。特に社会

的相互作用に関係 し,人 間

行動の予測の説明に関わる

こと,研 究者によってその

意義が明確に確認されている研究テーマによって,限

定された範囲における説明力に優れた理論である3-5)。

今回は電動車椅子操作をきっかけとした子どもの生

活変化を母親が捉えていると考え られる発言か ら,子

どもの変化の捉え方が母親の価値観にも影響を与えた

のではないか,ま た,面 接により対象者の声をデータ

として得 られたことか ら,詳 細に母親と子どものや り

とり(社 会的相互作用)の 変化,そ の変化のプロセス

過程を捉えていくことが出来るのではないかと考え,

M-GTAを 分析方法として選択 した。

4.デ ータ分析手順

分析手順として,面 接内容をテープに録音 し逐語化

しデータとした。データ全体を意味が通 じる関連のあ

る文節毎で区切 り,デ ータの意味を表現する概念名を

っけた。次に生成 した概念と他の概念との関係を個々

に検討 し,複 数の概念の関係か らなるカテゴリーを生

成 した。カテゴリー相互の関係か ら一つのコアカテゴ

リーを中心として分析結果をまとめ,結 果図を作成 し,

結果図を確認す るために各々の概念を簡潔に文章化

(ス トー リーライン)し た。

次に,概 念生成過程 を例示す る。『』は対象者が

語 った言葉である。

『薬を飲む ときに,私 が袋を切ろうとしたら手が伸

びてきて切 りたい。そのごみも放りたい』,『洗濯物が

子どもの周 りにあり,私 がたたんでいたら,い ちいち
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ハイって渡 してくるんです」等 という発言か ら 「お手

伝い行動」 という概念を生成 した。 また,『 着替えの

ときに腰を浮かすとか頭を上げるのが上手になりまし

た。手を通 してといったら手を通 したり,や ろうとい

う意思はすごくあるみたい』 等という発言か ら,「 更

衣動作の協力」 という概念を生成 した。このように各

概念のまとまりにおいて関係のあるものを 〈生活への

参加の始まり〉 というようにカテゴリー化 していった。

その後,各 カテゴリー間の関連性を分析 し,コア カテ

ゴリーを中心に両者の関連性の検討を行 った。(図1)

皿.結 果

逐語録の総文字数は14318文 字であった。M-GTA

による分析で8の カテゴリーと25の 概念が生成され

た(表1)。 それを基に結果図(図2)及 び,簡 潔に

表1生 成された概念 ・カテゴリー表

カ テ ゴ リー

生活への参

加の始まり

運動機能の
拡大の兆し

友達関係の
芽生え

自我の拡大
の始まり

子どもに
対する
評価基準

子どもの
能力の発見

子どもに

対する

関わり方

母子相互
作用

概 念

お手伝い活動

食事行動への参加

更衣動作の協力

伝達手段の拡大

他者へのあいさつ

床上での移動範囲の拡大

手づかみ食べの口への命中

率の向上

友達との場の共有

友達関係の中での満足感

自分でや りたい気持ち

ごまかせないが交渉に応じる力

家で過 ごすことが退屈

子ども自身の遊び方

他者への自己主張

否定的側面

肯定的側面

介助なしで出来ること

子どもの予想外の行動

母親の予測とのギャップ

子どもの要求の理解

慎重な関わり方

やらせたい思い

あきらめ

思いを伝える力

思いを感 じ取 り実現させよ

うとする気持ち

具 体 例(一 例)

肩が凝っていたのでマッサージをお兄ちゃんに強要すると,

ばによってきて一緒にたたいたりするんです。

この子 も力はないけどそ

食事のときに塩を自分でかけたい,マ ヨネーズも自分でかけたい。 それがちょうど,

電動に乗 り始めてからでてきたんです。

着替えのときに腰を浮かすとか頭を上げるのが上手になりました。手を通 してといっ
たら手を通 したり,や ろうという意思はすごくあるみたい。

いっぱい自分で考えたジェスチャーをしてくれるので。靴下はかせてにしろ。今まで

なかったけど,最 近,髪 の毛をくくってって言うのがでてきて。

電動を運転 しながら,人 にぶつかりそうなときに自分から頭をぺこぺこ下げているんです。

家にテレビが2台 あって,小 さいほうをこの子用にしていて,そ っちに寝か している

けど,画 面を見比べて大 きいテレビが良いって,す ごい勢いで転がってくるんです。

今まではそういうのはなかった。

お菓子を持 ったときの口への持 っていき方は,

この辺(頬 など)や ったけど,今 はがぶ っと,

るようになっている。

断然,命 中率が上がって。前やった ら

か じりとってそのまま食べるのができ

みんなが自転車で走っていて,こ の子も得意そうに電動で同 じように走っていて。

周 りの子が自転車で追いかけてきて,他 の子の前で優越感ではないけど,
で きるんやとか,す ごくうれ しそうにするのが何回かあって。

同 じことが

今はとにかく手がよく出てきます。自分も自分もっていう感 じで何で もやりたがる。

主張はすごくするし譲れへんけど納得すると前より待てるようになった。

去年の夏休みは2,3日 テ レビを見るだけで家で過ごせたけど,

たいって言 う。朝起きたら訴えて くる。

今年は朝から出かけ

買い物に行 こうって訴えるから連れて行 くと,車 か ら降りるのを嫌がり待 ってるっ
て。私は来るまで待っていてもしょうがないと思 うけど,こ の子はテレビを見てたり

鼻歌を歌って楽 しんでいるんです。

学校生活の中でも,割 と集団の中でも一番に手を上げるようになった。

やっぱり手も思うように動かないし,私 の中ではやっぱりこの子は無理何や,ど うせ

出来ないんやっていう観念が入っていて。

言葉も割りと理解 してこっちの言 うこともわかっているし,電 動 もあれだけ出来るし

この子は見た感 じの レベルよりももっとわかっているんやなあ。

電動みたいに一人で乗れていたら出来たって思 うけど。

電動は成人するくらいになって,

しか思っていなかった。

一緒について回ったら乗れるときがくるかなあ位に

この子が電動に乗 っていなかったらこの子がこっちに行きたいって言 うのがぜんぜん

わか らなかった。私はこっちでいいやろうと思 って言 うけど,こ の子はバックして逃

げていく。私が思 っていない意外な行動をするんです。

前はいっぱい言いたいことがあったけど,た だ,泣 いているだけ。私も何が言いたい

のかが,わ か らなかったけど,今 はジェスチャーでかなり分かります。

私は迷惑をかけたらあかん,お 騒がせしたらあかんって言うのが先にたっので。だか

ら,電 動は他の人に任せられない。

や っぱ りこの子 が 自分 か らしたいんや って手 を出 した ら,さ せ やなあかん とい うのが あ って。

こっちがさせようと思っても(子 どもが)や らなかったからだんだんあきらめてきて。

いまはゼスチャーでかなりわかるので。 外に行きたい時は靴下をはかせてとかまどを

閉めてとか,の どかわいたとか,大 体わかるので。それはすごくあります。

出かけるだいぶ前から,怒 りなが ら訴えて くる。始めはわか らなかったか ら待たして

けど,結 局,靴 下はかせて髪をくくれって ことやって。それに気付いてすると,こ

ろっと機嫌なおして。
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文章化 したス トー リー ライ ンを作成 した。以下 にカテ

ゴ リーとそれぞれの概念,定 義,具 体例 につ いて示 し

た後,結 果図,ス トー リー ライ ンを示 す。

なお,文 章 中の 〈〉 はカテ ゴ リー,「 」 は概念,

『 」 は具体例 を示 してい る。

1.カ テゴリーとそれぞれの概念,定 義,具 体例に

ついて

〈自我の拡大の始まり〉

『今 はとにか く手 がよ く出て きます。自分 も自分

もって言 う感 じで何で もや りたが る』と言 うように

「自分でや りたい気持ち」を高あていく姿,『 主張はす

るし譲れへんけど,納 得す ると前 より待てるように

なった』 というような 「ごまかせないが交渉に応 じる

力」,『学校生活の中で,割 と集団の中で も1番 に手を

挙げるようになった』という 「他者への自己主張」等

を通 して,積 極的に生活に参加 していこうという姿が

見 られるようになったことか ら 〈自我の拡大の始ま

り〉と命名 しカテゴリー化 した。

への参加」,『私が洗濯物を畳んでいるとハイって渡 し

て くるんです」というような 「お手伝い行動」,「更衣

動作の協力」 「伝達手段の拡大」等を通 して,日 常生

活に主体的に参加 しようとする姿が見 られるように

なったことか ら,〈 生活への参加の始まり〉 と命名 し

カテゴリー化 した。

〈運動機能の拡大の兆 し〉

『好 きなテ レビがやっていると,す ごい勢 いで転

が って くるんです。以前はそういうのは無かった」 と

いうような 「床上での移動範囲の拡大」,『お菓子を

持 ったときの口への命中率は,断 然にあがった。前は

ここ(頬)に あたることが多かったけど』 というよう

な 「手づかみ食べの口への命中率の向上」等,生 活の

中に主体的に参加 し,繰 り返 し動作を行 うことで,運

動機能が拡大 し,生 活動作に主体的に参加する姿が見

られるようになったことから,以 前に比べ,生 活動作

がスムーズに行えるようになってきた過程 として 〈運

動機能の拡大の兆 し〉と命名 しカテゴリー化 した。

〈生活への参加の始まり〉

電動車椅子導入以前は 『去年の夏休みは2,3日 テ

レビを見続けていて も,家 で過 ごせた」 というように,

自ら何かを したいという姿を示 して くることは見 られ

なかったが,『 食事のときに塩を自分でかけたい,マ

ヨネーズも自分でかけたい』というような 「食事行動

〈友達関係の芽生え〉

『みんなが自転車で走 っていく後を,こ の子 も電動

で得意そうに走っていって」という 「友達との場の共

有」や 「友達関係の中での満足感」を得ることにより,

自分か ら友達に関わろうとする姿が見 られ るように

なったことか ら,友 達との関わりを持とうとする〈友
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達関係の芽生え〉と命名 しカテゴリー化 した。

〈子 どもの能力の発見〉

『電動は成人するくらいになってか ら,一 緒 につい

て回ったら乗れるくらいにしか思 ってなかった』 とい

う 「子どもの予想外の行動」,『私はこっちでいいやろ

うと思っていたけど,こ の子はバ ックして逃げていく

私が思 っていない意外な行動 をするんです』 という

「母親の予測 とのギャップ」 等,母 親の予測 していた

子どもの姿とは違 う行動をする姿か ら,母 親は子ども

の持っている能力を発見 していることか ら 〈子どもの

能力の発見〉と命名 しカテゴリー化 した。

〈子どもに対する評価基準〉

『言葉 もわりと理解 して,電 動 もあれだけ出来るし,

この子は見た感 じの レベルよりもわか っているんやろ

うな』 という 「肯定的側面」 を持つ反面,『 電動みた

いに一人で乗れていたら出来たって思 うけど』 という

「介助な しで出来ること」 という評価基準を持 ってい

るため,『 やっぱり手 も思うように動かないし,私 の

中ではやっぱりこの子は無理なんや,ど うせ出来ない

んやって言 う観念が入 っていて』 という 「否定的側

面」を持っている。母親は 「介助なしで出来ること」

を子どもが出来ることとする価値基準を持 っているた

め,「 肯定的側面」 と 「否定的側面」 の相反する思い

を持っているので,子 ども自身で出来ていると母親が

判断するレベルとして 〈子どもに対する評価基準〉 と

命名 しカテゴリー化 した。

〈子どもに対する関わり方〉

『私は迷惑をかけたらあかん,お 騒がせ した らあか

んっていうのが先に立つ ので,電 動は他の人に任せ ら

れない』という 「慎重な関わ り方」,『やっぱりこの子

が自分でやりたいんやって手をだしたら,さ せないと

あかんというのがあって」という 「やらせたい思い」,

『ちょっとは自分です くって食べて くれるかなあって

言うのはあるけど,無 理やろうなあと思 って』 という

「あきらめ」 という意識を持っている。 子どもの思い

を感 じ取 り,実 現 させようと思う反面,一 方で,「 あ

きらめ」という意識が働き,生 活場面の中で,子 ども

の思いを感 じつつ も,実 現させることが出来ていない

母親の姿が伺えるので,生 活場面での子どもに対する

母親の関わ り方として 〈子どもに対する関わり方〉 と

した。

〈母子相互作用〉

『イ トー ヨーカ ドーに買い物 に行 ったときに車か ら

降りるのがイヤ。車で待っていたいって訴えるんです。

私 は待 っていて もしょうがないと思 うけど。』 という

ように,母 親 は 「子どもの思いを伝える力」を捉えて

いる。 また,『 旅行に行 く日の夜中に起きて,怒 って

いるんです。私 は早 く寝ようというけど,怒 り続けて。

結局,服 を着替えさせうっていうことだった。着替え

させると満足 しておとなしく待ち続 けるんです」等と

いうように,母 親 は子 どもの 「思いを感 じ取 り実現さ

せようとする気持ち」を示す姿が伺える。 このように

母親が捉えた子 どもの変化 と母親の価値観の両方を含

む概念が生成 されており,母 親 は子 どもの思い,や り

たい気持ちを捉え,実 現 させようとする相互のやり取

りをしていることから 〈母子相互作用〉 と命名 しカテ

ゴリー化 した。

2.結 果図

図2に 結果図を示す。生成 されたカテゴリー及び概

念は母親が捉えた子 どもの変化に関するカテゴリーと,

母親の価値観に関するカテゴリーに大別 された。結果

図の左側の円を母親が捉えた子 どもの変化に関するカ

テゴ リー,右 側の円を母親の価値観 に関す るカテゴ

リーとして結果図を作成 した。結果図は無限大(∞)

で示 しているが,こ れは母親 自身の価値観が変化する

ためには,子 どもの変化を捉える視点を持つ ことが必

要であり,子 どもが変化するために母親の価値観が影

響することを示している。 しかし,そ の関係性 は直線

的に進む ものではな く,母 親 は子 どもに関わる中で

様々な反応に気付 き,喜 び,不 安,満 足感などの様々

な感情を持ちながら育児を行い,子 どもは母親の関わ

り方により行動が変化する。すなわち,ポ ジティブな

相互関係,あ るいはネガティブな相互関係に成 りうる

可能性があることを示 している。

結果図の中央に 〈母子相互作用〉が位置しているが,

母親が捉えた子どもの変化と母親の価値観の両方を含

む概念が生成 されていることから結果図の中央に位置

し,コア カテゴリーとした。

3.ス トー リーライン

母親 は子どもが電動車椅子を一人で操作 し,自 由に

探索す ることが出来 るようになって きた頃か ら,〈自

我の拡大〉〈生活参加への始まり〉〈運動機能の拡大の

兆 し〉 〈友達関係の芽生え〉 など,カ テゴリーに示さ

れるように,子 どもの行動面が変化 した姿を捉えてい
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る。このような行動の中で子どもは母親に思いを伝え

ようとしており,母 親は子どもの行動の姿から,子 ど

もの内的欲求に気付 き,〈 子どもの能力の発見〉 を し

ていく。母親は子どもの姿を肯定的に捉えていくが,

母親の価値観が全て肯定的に変化するのではないため,

〈子どもに対する評価基準〉 として否定的な捉え方を

することが見 られる。 〈子どもに対する評価基準〉 に

より,〈 子どもに対する関わり方〉 は変化 しネガティ

ブな行動を示すことがある。 しか し,母 親は子どもの

「思いを感 じ取 り実現させようとす る気持ち」を持 っ

ているため 〈子 どもに対する評価基準〉で 「否定的側

面」を持ちつつ も,子 どもの 「思いを伝える力」を再

び感 じ,生 活の中で子 どもの思いを受け止め,母 親が

行動する姿が見られる。これは,両 者が 「思いを伝え

る力」「思いを感 じ取 り実現 させようとす る気持ち」

を持つ ことにより 〈母子相互作用〉が活性化され,互

いに影響 し合いなが ら発達する関連性を示 している。

Ⅳ.考 察

母親か ら得 られた質的データをM-GTAに よ り分

析 し,生 成されたカテゴリーから各々の関連性の考察

をすすめていく。分析結果から子どもの変化に関する

カテゴリーが生成されているが,こ れは母親が捉えた

ものである。考察においては母親が子どもの変化をど

のように捉えたかに焦点を当てるため,子 どもの個別

性の変化ではなく母親自身が捉えた変化から考察をす

すめていく。

1.母 親が捉えた子どもの変化に関するカテゴリー

間の関連性

正常発達において,子 どもが主体的に生活に参加す

るようになるのは,1歳 半を過ぎた頃であり,自 分で

やりたい気持 ちを高めていく自我の芽生 えが必要 に

なってくると考えられ,そ の結果,手 伝われることに

対 して拒否する姿,出 来な くても自分でやってみよう

という姿が発達の中で見 られるようになって くる。子

どもは受け身的な生活場面への参加が多か ったが,電

動車椅子を主体的に操作できる様になった頃をきっか

けに,自 分でやりたい気持ちを高めていく姿が現れ,

母親はカテゴリーに示される変化を捉えていった。

〈母子相互作用〉 をコアカテゴリーとして,母 親が

捉えた子 どもの変化 に関す るカテゴ リーが存在 し,

〈自我の拡大の始 まり〉 〈生活への参加の始 まり〉 〈運

動機能の拡大の兆 し〉 〈友達関係の芽生え〉 の4っ の

カテゴリーに分類された。

電動車椅子を導入後,母 親は今までとは違う子ども

の変化を捉えている。母親はその変化を 『(子どもが)

電動車椅子に乗り始めてか らわがままになり,自 分の

やりたいことを主張するようになった」という言葉で

表現 している。これは 〈自我の拡大の始まり〉を基盤

とした生活変化の始まりの姿と考えられる。

子どもは,電 動車椅子の操作性が向上 し,実 用的に

なるにつれ,母 親の言葉にあるように,『 電動に乗 っ

ているとき,(母 親が)こ っち行 ってと言 った時に応

じるときと,こ の子はこっちの売 り場に行 きたいと

思って反対に行 ったりとか,親 が思い込んでいるのと

違 うところに行 くのです』 というように,積 極的に自

分で動 く経験を通 して,外 界への興味,関 心,探 索を

高めていった。 このことは,自 分で出来ることの楽 し

さを感 じ,自 分の身体を通 して試行錯誤や達成感を高

めることに繋がる。 このような姿を積み重ねていくこ

とは,自 我の充実,拡 大に繋がり,主 体的に生活に向

かう基礎の力に結びつ くと母親が捉えるようになって

きたと考えられる。

カテゴリーに示されているように,本 児は 〈生活へ

の参加 の始 まり〉など主体的な姿が見 られ るように

な った と捉えている。これは 「自分でやりたい気持

ち」「家で過ごすことが退屈」 など 〈自我の拡大の始

まり〉を基盤にし,自 分でやってみたい思いとともに,

「お手伝い行動」 「食事行動への参加」 「更衣動作への

協力」など 〈生活への参加の始まり〉が見 られ,子 ど

も自らが主体的に生活に参加する姿が見 られるように

なった。 その中で,繰 り返 し動作を行 うことで,〈 運

動機能の拡大の兆 し〉に示される 「手づかみ食べの口

への命中率の向上」にもつなが ったと考えられる。ま

た,〈友達関係の芽生え〉に示される,「友達 との場の

共有」 「友達関係での満足感」 は,自 我の基盤に必要

な他者 との共感 共通の生活経験の姿 と考え られ6,7)

〈自我の拡大の始まり〉に影響を与えるものと考えら

れる。

母親はこのような子 どもの生活変化を捉えたが,そ

のためには,母 親の気付 きが必要であった。そのきっ

かけになったのは,今 までの子育ての体験 とは違 う新

たな体験を したことか らであると考えられる。母親 は

自分の思い,予 測とは違う子 どもの予想外の行動を見

る発見を通 して,過 去の記憶とは違う現実,自 分が感

じていた価値観とは違 う子どもの姿を目にした。氏家

が養育者の発達において個人の体験や,子 どもの発達

に対す る知識などの重要性を述べている8-10)ように,
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母親は子どもの姿から過去の経験 との違いに気付き,

子どもを理解する視点を持つ ことが出来たと考えられ

る。

母親が子どもの変化を捉えるためには子 ども自身の

能力だけではなく,母 親自身が子どもの様々な反応に

気付き,子 どもの思いを実現 しようとす る母親の関わ

り方も重要な要素となる。動きの少ない脳性麻痺児の

場合,受 け身的にな り自我の弱さが見 られることが多

いが,母 親が子どもの思いに気付き,受 け止めていく

ことが自我を育て,積 極的な行動を作 り出す ことにも

つながる。母親は子どもの変化 した姿を 『わがままに

なった」 という言葉で表現 しているが,そ こには子ど

もに対する 〈自我の拡大の始まり〉に対する気付きが

存在する。その中で母親は子どもの能力を発見 してい

き,自 分 自身の関わり方の意識 行動が変化 したこと

が子どもにも影響を与えたと考え られる。

の意識 も持 っており,母 親の意識のすべてが,肯 定的

に変化 しているとも言い難い状況にある。

〈子どもの生活への参加の始まり〉 は,母 親の価値

観に影響を もたらし,〈 子どもに対する評価基準〉 を

「否定的側面」 か ら 「肯定的側面」 へと変化させるも

のである。 しか し,母 親は子どもに対 し 「慎重な関わ

り方」 を行 う傾向があること,「 あきらめ」 の気持ち

があることか ら,〈子どもに対する評価基準〉 が 「肯

定的側面」 「否定的側面」 の両者を循環する価値観を

持 っていると考え られる。そのため,〈母子相互作用〉

の概念である 「思いを感 じ取 り実現 させようとする気

持ち」を持 っているが,常 に一定の状態を保 っている

訳ではない。 しか し,結 果図の中央に 〈母子相互作

用〉が位置するように,母 親は子 どもからの 「思いを

伝える力」を感 じ取 る中で,相 反する思いを修正 しつ

つ,子 どもに関わる姿が伺えると考えられる。

2.母 親の価値観の変容に関するカテゴリー間の関

連性

〈母子相互作用〉 をコアカテゴリーとして,母 親の

価値観の変容に関するカテゴ リーが存在 し,〈子 ども

に対する評価基準〉〈子どもの能力の発見〉〈子どもに

対する関わり方〉の3つ のカテゴリーに分類 された。

母親は子どもの生活参加が受け身的な時期は,〈子

どもに対する評価基準〉に示されるように,子 どもの

姿を 「否定的側面」として捉えることが多かった。 し

か し,電 動車椅子操作が向上 し,時 間的経過 と共に,

子どもの生活参加が主体的に変化 してくることに伴い,

〈子どもの能力の発見〉に示 されるように,『電動車椅

子は成人するくらいになって一緒について回 ったら乗

れる時が来るかなあ位にしか思 っていなかった」 とい

うような 「子どもの予想外の行動」や 「母親の予測 と

のギャップ」「子 どもの要求の理解」を感 じていき,

〈子どもに対する評価基準〉 が 『この子は見た感 じの

レベルよりももっとわかっているんやなあ」と言 うよ

うに 「肯定的側面」を持つ ことへと変化 している。 し

かし,一 方で母親 は 『電動みたいに一人で乗れたら出

来たって思 うけど』 と言 うように,〈 子どもに対する

評価基準〉のひとつとして 「介助なしで出来ること」

という意識を持 っている。 また,『 やっぱ りこの子が

自分でやろうと手を出 したら,や らせないとあかんと

いうのがあって」 というような 「や らせたい思い」と

『ちょっとは自分で食べて くれるかなあって言 うのは

あるけど,自 分ですくって口に持っていくのは無理や

なφと思 って」 というような 「あきらめ」という両方

3.母 子相互作用をコアカテゴリーとした相互の関

連性について

本研究の結果図の中央に 〈母子相互作用〉が存在 し,

子ども側は 「思いを伝える力」を示 し,母 親側は 「思

いを感 じ取 り実現させようとする気持ち」を示 してい

る。言い換えれば,ど ちらか一方で も存在 しなければ,

〈母子相互作用〉は生 じずに母親主体の育児や子 ども

の受け身的な生活,あ るいは母子ともにス トレスを感

じなが らの生活を送る可能性があると考え られる。

子どもが障害を有する場合,動 きの制限,外 界への

探索の乏 しさか らくる受身的な姿があり,子 どもの反

応の捉え方,関 わり方がわか らずに,母 親主体の育児

を行う傾向があると考え られる。対象の親子も,そ の

ような母子関係を示 していたと考えられる。鯨岡は,

子 どもを主体として受け入れるか,自 分の思いを優先

させて関わるかは子育ての大きな岐路になり,そ こに

子 どもと母親の両者での気持ちがつながり,情 緒的な

関係性が生まれる。その関係性 は,子 どもが活 き活き

とした豊かな人生を送 るために必要であると述べてい

る11)。また,子 どもの主体性を引き出すには子 どもの

表現を敏感にキャッチ し,そ れをひとまず受 け入れる

姿勢が重要であり,子 どもの表現を周囲の大人がどの

ように受け止めるかによって,子 どもの主体性の発揮

の仕方が異なってくると述べている12)。対象者の母子

関係の中で母親は子 どもの表現に気付 き,子 どもは母

親に思いを受け止めてもらい,生 活の中で主導性を引

き出すような関わりを実現 してもらえたことで満足 し,

主体的な生活参加が見 られたと考えられる。
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今回の研究か ら,母 親は子 どもの現状を捉え 〈子 ど

もの能力の発見〉をしていくことで 「肯定的側面」を

持ち,〈子 どもに対する関わり方〉の中で 「あきらめ」

という意識により 「否定的側面」を持つ が,子 どもの

「思いを伝える力」 を受け止め,母 親自身が 「思いを

感 じ取 り実現させようとす る気持ち」の相互作用の中

で 「否定的側面」が修正 されるプロセスが確認 された。

しか し,結 果図に示 しているように修正 されたプロセ

スは一方向に直線的に進むものではなく,母 親の様々

な思いや感情が葛藤する中で揺れ動 くものであり,相

反する思いを持ちなが らも,相 互作用の中で修正 され

るものであった。

このように,子 ども自身の発達,母 親 自身の発達が

あり,両 者の発達を通 してお互いが影響 し合 う存在に

なる。そのためには,子 どもは 「思いを伝える力」を

高め,母 親は 「思いを感 じ取 り実現させようとする気

持ち」を高めていき,両 者が存在する中で 〈母子相互

作用〉が活性化されると考え られる。

V.ま と め

本研究では,母 親の 「わがままになり自分のやりた

いことを主張するようになった」という発言をきっか

けに研究を行った。母親が何故,そ のように感 じたの

かを明らかにするために半構成面接を行い,M-GTA

を用いて母親が捉えた電動車椅子導入後の子どもの生

活変化,母 親の価値観についてまとめ,相 互の関連性

を分析 した。その結果,母 親は子どもの 〈自我の拡大

の始まり〉 をきっかけにした生活変化に気付 き,〈 子

どもの能力の発見〉を していく中で母親の価値観が変

容 していく。 しか し母親の 〈子 どもに対す る評価基

準〉 に 「否定的側面」「肯定的側面」 を持っているた

め,相 反する価値観を持つ ことになるが,母 親が捉え

た子 どもの変化 と母親の価値観の変容には く母子相互

作用〉 として 「思いを伝える力」 「思いを感 じ取 り実

現させようとする気持ち」が内在 していることから,

互いに影響 し合いなが ら相反する価値観を修正 しなが

ら,母 子ともに発達する関連性が明 らかになった。
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